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               論   文   の   要   旨 







と in vivoの両面からの検証を行っている。 
本論文の第二章において著者は、先行報告で rRNAの m1A修飾因子として報告された酵母 Rrp8の
哺乳類ホモログである NMLを研究対象とし、NMLと m1A修飾の関連、さらに、NMLが細胞機能に与
える影響を検証している。定量的 RT-PCR法を利用した RNAメチル化解析、および抗 m1A抗体を用い
た RNA免疫沈降実験を行い、NMLが 28S rRNAの m1A修飾に必要であり、タンパク質合成装置である




これまで、線虫の rRNAにおける m1A修飾の存在は報告されていなかったため、質量分析計で m1A修飾
の定量実験系を確立し、哺乳類 28S rRNAに相当する線虫の 26S rRNAに m1A修飾が存在することを示し
ている。また、定量的 RT-PCR法を利用した RNAメチル化解析のプライマー設計を工夫することで、線









多細胞モデル生物である線虫における rRNA の m1A 修飾とその責任因子 RRAM-1 を初めて同定し、








 本論文は、多細胞生物における rRNAの m1A修飾が果たす役割について、細胞および個体を用いた
検討での解明に取り組み、rRNA の m1A 修飾による老化制御という生理的意義を新たに考察した研究と
して評価できる。 
 
平成30年1月18日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判断された。 
 よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
